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サイエンスニュースをいつもご愛読頂き誠にありがとうございます。
さわやかな五月晴れの続く今日この頃、貴社ますますご清祥のこととお慶び申
し上げます。それでは今月号をご覧ください。

2025年6月1日より、改正労働安全衛生規則の施行に伴い、職場での熱

中症対策が法律で義務化されました。皆様におかれましては、熱中症の重篤
化を防止する為に適切に対処することに努めていらっしゃることでしょう。
当社でも、チェック表を作成し、互いに連絡を取り合い、日々対応しているとこ

ろです。またシーズン前には社内セミナーを開催し、運用方法や予防についての
確認を行っています。

HPも見てね！
https://www.science-c.co.jp/

営業案内：土壌分析、アスベスト調査、産業廃棄物分析、水質検査、作業環境測定、
大気測定、騒音・振動調査、自然環境調査、環境アセスメント、温泉分析 等

2月下旬、事業連携をしている岡山の事業者様と自然環境調査の研修会を行
いました。３日間にわたる研修で初日と2日目は社内で座学研修と意見交換を行
い、最終日には実際に市内の山林に入り鳥類調査、哺乳類調査、魚類調査など
各種調査の現地実習を実施しました。
写真は現地研修での様子です。終始鳴いていたホオジロやメジロなどの小鳥類の

ほかに、猛禽類の定点調査を想定したトランシーバーを使ったやり取りなども行いまし
た。山林ではイノシシの糞を観察したり、河川では魚類や水生昆虫を観察しました。

室内空気中化学物質の室内濃度指針値の変更

エチルベンゼンの指針値が、2025年1月17日に3,800μg/㎥(0.88ppm)
から370μg/㎥(0.085ppm)へ改正され、2026年4月1日より適用されました。
揮発性有機物質の影響には個人差がありますが、一定以上の濃度になると

目の痛みや頭痛、発疹などの症状が現れます。この改定に伴い、学校環境衛
生基準なども順次、新基準値への対応が進められています。ご相談やお困り事
などございましたらご相談ください。 連絡先：営業部 054-361-0200
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